
6

地震の感じ方と直後の行動

地震発生直後の行動

　大きな地震が発生した際、瞬時に冷静な行動をとるのは大変です。しかし、その一瞬の
判断が生死を分けることもあります。あわてず冷静な行動がとれるよう、地震時の行動パ
ターンを身につけておきましょう。
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震度５弱 震度５強 震度６弱 震度６強 震度７

地震の被害

最初の大きな揺れは約１分間
①身の安全を守る ⇒ 机の下などへ避難する。

①火の始末をする ⇒ ガスの元栓を締め、電気のブレーカーを切る。
②出口を確保する ⇒ ドアや窓をあけ、出口を確保する。

①ラジオなどで情報を確認
　⇒間違った情報に惑わされないようにする。
②子ども

①隣近所の安全を確認 ⇒ 高齢者世帯などに積極的に声を
　かけ、火災を見つけたら大声で知らせ、協力して消火
　活動を行う。
②余震に注意する。

を迎えに行く
　⇒自宅を離れる時は行き先を書いたメモを残す。
③消火・救出活動
　⇒隣近所で協力し合い消火活動や救出活動を。

（下記の各震度の色は、5ページの震度分布図に合わせております。）

人は揺れを感じない。
屋内で静かにしている
人の中には、揺れをわず
かに感じる人がいる。

屋内で静かにしている
人の大半が、揺れを感じ
る。

屋内にいる人のほとん
どが、揺れを感じる。

ほとんどの人が驚く。電
灯などのつり下げ物は
大きく揺れる。座りの悪
い置物が、倒れること
がある。

大半の人が、恐怖を覚
え、物につかまりたいと
感じる。棚にある食器
類や本が落ちることが
ある。

物につかまらないと歩くこ
とが難しい。棚にある食器
類や本で落ちるものが多
くなる。固定していない家
具が倒れることがある。

立っていることが困難に
なる。固定していない家
具の大半が移動し、倒れ
るものもある。ドアが開
かなくなることがある。

はわないと動くことがで
きない。飛ばされること
もある。耐震性の低い木
造建物は、傾くものや、
倒れるものが多くなる。

耐震性の低い木造建物は、傾
くものや、倒れるものがさら
に多くなる。耐震性の低い鉄
筋コンクリート造の建物で
は、倒れるものが多くなる。

出典：気象庁HP「震度と揺れ等の状況（概要）」　一部改編

『あわてず
　　　落ち着いて行動』


